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■食育をめぐる現状と課題
　第３次計画では、「実践の環

わ

」を広げ、健康な身体、豊かな心、元気な地域
を育むことを基本方針とし、関係機関や団体などと連携しながら食育の推進に
取り組んできました。
　その結果、農業体験をしたことがある市民の割合や、地元の農畜産物をよく
使う市民の割合が目標を達成するなど、これまでの取り組みの成果が表れてき
ています。
　しかしながら、朝食を欠食する市民の割合が増加していることや、若い世代
の野菜や牛乳・乳製品の摂取が少ないといった栄養バランスの偏り、食育への
無関心層の増加が見受けられます。
　また、新型コロナウイルス感染症の流行により、市民の食や健康に対する意
識の変化が見られた中、食育活動が十分に行えていません。
　　　　　　　
　そのため、第４次計画では、すべての市民が生涯にわたって「食」に関心を
持ち、健全な「身体」と豊かな「心」を育み、食の魅力があふれる元気な「地域」
を目指して、「食育」の取り組みを進めます。

第４次帯広市食育推進計画

食育の取り組み
を進めます

　　　　　　農政課（川西町基線61、
農業技術センター内、☎59・2323）
問い合わせ
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■第４次帯広市食育推進計画（計画期間：令和５年度から令和９年度まで）

市民全体、特に若い世代に
おいて朝食欠食が増えてお
り、食生活の乱れや栄養バ
ランスの偏りが見受けられ
る
　　　　　  ▼
市民が健全な食生活を送る
ための取り組みを推進

SDGsの観点から食品ロス削減
など、より一層食を大切にす
る取り組みが必要
　　　　　   ▼
本市の地域特性を生か
しながら、持続可能な
食料生産から消費までの食
の循環などを正しく理解して
もらうための取り組みを推進

これまでの取り組みにより
農作業体験をしたことのあ
る人や、地元の農畜産物を
選ぶ人が増えてきている
　　　　　  ▼
さらなる広がりを目指し、
食を通じて地域を理解し、
元気な地域にするための取
り組みを推進

食生活を見つめ直す 食を大切にする 食から地域を理解する基　

本　

方　

針

施　

策　

の　

展　

開

横断的な 食 育 の 推 進

指　

標
（
抜
粋
）

○望ましい食習慣や知識の習得
○環境にやさしい食生活の推進
○妊産婦などや乳幼児への食育の推進

▼
子どもにとって最も大切な学びの場である家庭
で、日常生活の中で自ら食育を実践することが
必要です

○食育指導の充実
○給食を活用した食育や地産地消の推進
○農作業や調理などの体験活動の充実
○食文化への理解促進
○保護者への啓発の推進

▼
家庭や地域などと連携し、食に関するあらゆる
機会や場所を利用して食育を推進することが大
切です

○多様な体験活動を通した農業理解の推進
○直売所を通じた生産者と消費者の交流の促進
○地産地消の促進
○若い世代をはじめとした各世代への食育の推
　進

▼
食育を通じて地域のつながりを一層深め、互い
に支え合うことが重要です

家庭における食育の推進 学校・保育所などにおける
食育の推進 地域における食育の推進

○食育に関する啓発の推進 ○食育に取り組む関係者との連携の推進 ○新たな日常や食を取り巻く環境の変化を意識
　した食育の推進

▼
帯広市では、関係する各部署が横断的に連携し、市民や関係団体などの理解を得るように努めながら食育に
取り組み、保育・教育・健康・農業など、さまざまな分野における施策を総合的・計画的に進めていきます

目指す姿の実現に向けた基本施策の成果や達成度を把握するため、指標となる項目と目標値を設定します。

指標項目 朝 食 を 欠 食 す る 市 民 の 割 合
食育に関心を持っている

市民の割合

畑 作 4 品 を 知 っ て い る

児 童 ・ 生 徒 の 割 合

食品ロス削減のために何らかの

行動を行っている市民の割合

食育推進サポーター※

活用件数

現状値
小学6年生 中学3年生 市民

80.4％
小学6年生 中学3年生

77.8％ 13件
8.0％ 7.7％ 15.0％ 8.4％ 11.6％

目標値

（令和9年度）
0％ 5％以下 90％以上 50％以上 80％以上 25件以上

※食育推進サポーター　帯広市に活動拠点を置く企業、団体、グループ、個人で、食に関する分野において、広く公益の視点に立ち、自らの知識や経験を生
かした食育活動に取り組んでいただける人


